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eampingahoveT11CSOn，Arizona．Be）ow，thelmuses   




























DavidWqjahn（1953－）   





それは取り壊Lた船の 真鋳や木材からだった  
マサチューセッツ州プリマスから 海峡の向うの  
「白馬浜」へかけてだった。君はほんの少年だった。  
何年も後になって 港の亦い浮標の数々を  
凝視Lながら 君はあの家々を探Lた 各々が場所  







父親にはとても不気嫌な。それで老朽Lてゆく一本マスト縦帆船の木材のよう   
に  
アメリカヤマナラシは軌んでいるし．他の者たちは眠っている。君は突き止め   
る，  
息子の姿が，小さくて静止していると，  
だが私には，あの子は若死する 健康な身体ではないのでなどと言う  
小児糖尿病なのだと。バーボンウイスキーが君に我を忘れさせるようだ  
或る日帰宅Lてみると 息子に  
先立たれていることが分り，恐らくラジオ局は  
何か評判の歌を流していることだろうと考えて。少年より長生きすることで  
君は自分自身より長生きするのだ。酔って，我々は自分の居所が判らなくなっ   
てLまった。  
私は懐中電灯を照らして他の人々を探そうとする。君の声の音色は   
森 因  孟  
弱々しく元気がなくなる。木々の菓と樹木は  
雨を予告してさらさら鳴り 遠雷の音の中でも鳴るが  
それは死のように しかとは場所が分らないのだ。  
下方では 容赦なく雪が家々を被うことだろう。  
野営の薫り火は爆ぜ堪り，それから燃え上り勢いづけられるが  
それは風によってであり，我々の身体だけは静止している。  





彼の村のが，姿を現わL その位置は  
正確でJL、が慰められる。彼は静止している，物音一つ  
下からは聞こえない。森の彼方には 浮いている家々が。  
そLてそこに現われるのだ，彼の父親の灯火が，その少年が位置を見分けられ   
る光が。  










六行六連迫連無しの くセステイーナ〉 を，四行九連の詩型に編成し直し，六語  
の鍵語とその配列順は，正式の型を，順ぐりに正確に踏襲Lている。鍵語は，  
measure，mOdel（名詞の複数形，動詞，形容詞），Stands（不定詞形，under・   
アメリカ現代詩の くセステイ←ナ）  










Theclotharound herboTleS  
UnlikeallyOneelse’sbones，  
Beingnoble，Russian，ameaSure  










A昌hersistersand servants sewed  
Rubiesintopillows，andthenweremadetostand  
Intheba＄ementtObebloodiedbythemodel   

























気高く，ロシア人で，或る寸法なので   
それに合わせて全ての衣裳が縫われるのだが   
アメリカ現代詩のくセステイ←ナ）   
それが彼女の通常のサイズなのだ。彼女がモデルをする時には  
デザイナーたちは 完重なブロンドの姿態に  











このタチアナは 違う寸法に合わせてくるくる踊った  







Lかし女性なら誰でも 産業に合うモデルにしろ  
不尭全な均整にしか恵まれていない  
にしろ 知っているのだ 皮膚が身体つきを弱くすることは。  
皇帝が殺される時，そんなに素早く終らせないで  
と彼女なら言うかも知れない，もし彼女が弁えていなければだが  
沈黙はそれ自体 行動だということを。   











た。ただ一人，さすがにSheila Roberts教授l〕だけは，難解な行だと言いな  














が，実はもっと簡単に考えていた。   
どの女性も知っている，とこの詩は言っているので，女性ならすぐ思い当る  
ことなのだろうと，試みに女性の見解を質してみた，というのが真相だが，当  




いということだろう，外見だけで肉付きの実状は判りにくいのだろう）と判る   
アメリカ現代詩の（セステイーナン  
（のにもある種の技術が要るのだろう）要はないのだ，とあって，「しかL，  




























baek．Iamfu11．Ite11her   



























AlbertoRios（1952）   
ナ  ニ  
食卓に坐って 彼女は給仕してくれる  
アメリカ規ft詩の くセステイーナ）   
ソーパ・ド■アロスを私に  
本能のままに，それで私は彼女を見詰める  












彼女を微笑させる。ナニは決して 給仕して  
自分で食べたりはしない，彼女は唯 私を見つめるだけ  
その肌で，髪で。私はもっと欲しいと言う。  
11  
私はこの かあさんが もっとトルティーヤを  
私のために温めてくれるのを見つめる。私は彼女の  
指が 私のために炎の中で動くのを見詰める。  









それで私は思うのだ 私のうちの一体どれ位が  
彼女と共に死ぬだろうかと，言葉は何だったのだろうか  
私がこれまでなってきた，過去にそうだった言葉とは。彼女の内部は話すのだ   
森 田   孟  12  
何百という故によって，今はもっと  
比ポ上 紙女に耐えられない程に，彼女の周りの鋼を，  
それから叫ぶのだ，彼女が給仕してくれるこのものは何なのかと。  






















butnoneofushasheardofaSt．Patrick＞sHospital．   

















アイオワのジョーンズ郡から 農婦を満載した一台の小型  
外国車が アイオワ州アイオワ市の街路を走り回っている  
車という草の開いた窓に 聖バトリック病院はどこかと訊ねながら。  
マーシー のことかと，我々は言う。マーシー病院があることは知っている。  
退役軍人病院，ジョンソン郡  
療養所，及び幾つかのアイオワ大学  
病院と共に アイオワ州アイオワ市の近郊にあることは  
だが我々の誰も 聖バトリック病院のことなど聞いたことなかった。  
彼女らは車を走らせてゆく。同じようにマーシーでも試みた。その郡の   










二拍子のダンス歩調で 君の取っておいた休暇をクレア郡で  
人で溢れさせるなら 忍耐だ。その都の  
婦人連は アイオワ州アイオワ市にいて  
君とその聖パトリック病院とを 訊ね続けている。  
以上で計十篇，PhilipDaceyとDavidJauss2Jが集めてくれた〈セステイー  
ナ〉 を見てきたが，彼らは更に五篇，この詩型の作品を集めてくれている。そ  
れらは先（本誌前号）にも述べたように筆者が既に別の所で詳しく才出訳紹介ず  











現出した詩であった。   
DaceyとJaussの二人が収集してくれた作品に戻るが，Candice Warne   




くだ の間を「ムクドリモドキ」に誘われるように「町」を目指Lて「下へ」障って  
ゆく，という美しい作品である。   
BarharaLefbowitz（1935r）の酒薄れた作品“EmilyDickin別〕n’sSeBtinafbr  








変容がそれぞれに騒きれていて，自在な現代詩になっている。   
あと二篇のうちの一つは，JohnAshbery（1927－）の“FarmIml））emcntsand  





る。現代の代表的な漫画を くセステイーナ〉 で生き生きと再現することで，こ  
の古風な伝統詩型を現代に鮮やかに廷らせたのである。アシュベリーの，この  
奔放華麗で複雑な作品とは対疏的ともいえるものがもう一篇ある。   
DonaldJustice（1925－）の，言葉少なくすっきりとした余情豊かな“Sestina：  






う動詞も一層強調される仕組になっている。   
以上，既発義政に概要のみを示Lて言及した五篇を含めた計15篇が，Dacey   
森 田   孟  16  
とJaussの共編書に収録されている（セステイーナ〉 である。その中の－一幕  
だった，あのCourtの奇抜な「妄想」〔本誌前号pp．38－4いが発表された詩  
誌〃瑚Cog軸e肋gα扇朋，Vol．14，No．1削は，「セステイーナと詩行・号」  
“Sestina and LinesIssue，，と銘打った，現代詩人たちの 〈セステイーナ〉特  
輯号で異彩を放つ。件の「妄想」を含めた計15篇が，本来の六行六連体（追連  
























Momenttoescape；grabbeditlikeherLatinsmileyesterday．   



























三部分にして書く （過去〉 〈現在〉〈未来〉  
と各々の上に。ヌオンの頭は損み込む 組んだ両腕の中に。もう1つの時制。   
森 田   孟  1呂  




再びチョークを取り上げ ますます話し続ける。「昨日  
ループはぼくに微笑みかける」とヌオンは考える。「彼女の完全な  
両眼はぼくが故郷に残したのより大きい」「何時制  





消し去られてからは。彼は切望したのだ 完全な  
脱出の瞬間を，それをひっ掴んだのだ 彼女のラテン系の微笑のように昨日。  
今 彼は頬を赫らめる まるで今日が昨日ででもあるかのように。  
母はループの眼の丸いのが好きだったろうか？「あなたの未来は  
アメリカでは棄晴らLいのよ」と彼の母は言った。「これらのダイアモンドね，   
完全な  
移住よ。あなたをマレイサイへ連れてゆこう」。しかしタイの船が．耽り潮んで  
しまったのだ 最初の日にすっかり。宝石は全て略奪され 女性は皆一線に  







日くぼせをするのを想像する。「…その可能性は宋了を必要とします。   
アメリカ現代詩の くセステイ←ナ）  19  
分りますか？‥・く私はあなたに会ったことがある）■‥現在完了形，  
いいですね」。先生は矢印を黒板に書く。「この時制は  


























tranSlatedtobranches呂hedbyoldpalms，1eaves   





























Willshe racefbrthe coloroEthat vi5ion？  









大人がお酒を飲むように 私たちは花の中に舌を  
flfろし  
突っ込んだ。不眠で，私は夜の幻をみる習慣になった＝  






私の蹄の足は フロリダの空気を記憶した。  
更にチャールストンまでずっと。入着凪が空気を遮ることは殆どなかった。  
冒険は 蚊，健脚，鮮明な幻の 開葛だった。  
そこで私が頼ったのは 太さ凹フィートのアメリカスズカケの樹，模像の  
雷龍といったところで，水際に立っていたが その斑の幹は同じ色だった  
かち  
下に散らばる空の牡蛎殻と。私は葉のないのを淋しいとは思わなかった。  
旅を重ねるうちに私の足は 言葉になった。  
それはヴァージニアで終ったが，そこで私は十歳の時 猥褒な言葉に出違った  
その囁き，笑い声が 放課後の空気の中に舞っていたのだ。  
私は考えたことを覚えている，これが子供時代を去る  
ということかなと。乗馬の訓練が変えてくれたのだ あの古馴染みの幻を  
あの活力を，ぬかるんだ馬場へ 誰も助けてくれない丘へと その色は  
血が乾いてゆく時のだった。私は模倣を受け入れねばならなかった。  
女友達たちが上級生の真似をするのは 模倣ではなかった。  
彼女たちはフレンチキスは舌の完全な使い方だと知った。  
私たちはセーター，スカート，ブラウスの色を合わせた。  
そういう必死の希望が 私たちの無関心な様子の下には横たわっていた。  
自然は年ごとに一つの幻へと決っていった－   




だが どこかで  孤独が彼女に衝撃を与えて幻を抱かせることになろう。  
彼女は落馬し，落ち込むだろう 女性たちの言葉の中に  
黒い水の中，九月の下旬の空気の光の中に  
それらに彼女は もう対抗出来ないのだ－あらゆる酷い色を帯びていて。  












界である。この く私〉 の，これから先の姿を第三者が予測Lてゆくのがゴチッ  
ク体部分である。人生の初秋を迎え，やがて死に到る時，模像を焼き払う空気  







tocon（：entrateherattentiononhisvoice   
アメリカ現代詩の 〈セステイ←ナ〉   
whilehedidwhathe wantedwithhiBhands．  
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－Millard Dunn  
魔術師と天使  
彼が愛した最初の女性は 魔術の力を備えていて  
彼に方向を逸らせることを教え  
彼女の注意を彼の声に集中させた  
彼が 望むことを宇で行っている間に。  
彼は彼女から学んだのだ 錯覚は  
不確かな光の中の真実よりましだと。  
その後 彼は自ら 妻と子供たちという必要な光  
に迫られて 魔術に頼り  
重苦覚によって生計を立てた。  




彼女には肉体がなかったので 光が  
彼女を貫いていた。彼の手は  
役立たなかった。初めて魔術が  
彼を失望させた。不可能だったのだ 方向を逸らさせようとしても  
それ自身が錯覚であるような生き物には。   
アメリカ現代詩の（セステイーナ）  25  
「どんな感じがしますか」と彼は訊ねた。「錯覚で〈ある〉 ことは」と。  
彼女が答える時，その声は  




何故 精神たちはその手を決して洗わなくてもいいのか  
とか 魔術師たちというのは自分自身が錯覚ではないのか，とか」。  





その 儀そうな手だけで 生きている人の眼に」  
その魔術師は光を吟味したのだ  
自らが美事に引き起Lた錯覚を 掻き乱したので。  
彼女は声を出しただけで 鮮やか極まりない彼の早わぎを暴き出し  
彼に本当の魔術を産み出させようとした。  
「何故あなたは自分自身に方向を逸らさせるのか。何故 錯覚を  







aviatDr，nOtangel・Shit，She’dshoot   




























thethought：‘‘MyGod！IreallymeanttoBhoot！”   



















芸術家にも麻薬にもうんざりLて 彼女は考えたのだった 警官なら  
一握りの雲や薄っぺらな羽よりましなものをくれそうだと。  
彼女は望んだのだった 素敵な直線を，正邪を判定する  
すっきりした方法を。彼は彼女に銃の撃ち方を教えた  
彼女は弾丸が当った時 ぞくぞくした。「命中ノ」  




彼は 彼女に飼い犬を売らせた－一腰女の鳥の羽を切り取った  
余りにも短く（彼女の留守中に） ］ 言った 誰にLろ撃ってヤると   
森 田   孟  28  
彼女に触る者はル言い張った 「俺が判事なのだ」と。  
彼女は遂に他に挑戦した。「私にとって何が正しいか判定する  
なんてあんたは何さまさ。言っとくけど この関係は死んだのよ，  
死んだのよ 私には。あんたのような，生き者を撃つのが  
好きな人は 夢中になる人の等よ，あんたは小汚い苦官だわ  
小鳥に羽を使わせようとさえしないんだから。  
あんたなんか地獄で腐っちゃえ」。そLて彼女は彼の目を見すえた。  





こう考えたことを，「何ってこった 私は本気で撃つつもりだったんだ．／」。  




十年間。裁判が終ってから彼女は その二人が共に死ねばいいと希った。  
私があいつらの首をもらってやる，もし私に羽が生えさえすれば」。  





ⅥR（）LOGYナS SWEET SOⅣG  
Anymorningshecouldbegonewiththepathologist，   





























abarren茄．eld devoidofcells  
29   




serveherwell．Thecolorswhirland dance  
acrossanesp）anadeofisolated  
lifbinsu6penSion．Shenotesasimplepathogen．  
JanyAllen   
ウイルス学の甘美な歌  
ビの朝も 彼女はその病理学寺と同行できた  
向うで，空港で，彼女の猿の細胞を選び出して  
それは空輸に備えてドライアイスの中に詰められていた。  









どれ程長い間 彼女はドライアイスの神秘を羨んだことか  
その離れて活力を与える請を。彼女の広い範囲の  




今 遠心分離機の中で 彼女は踊らせるのだ  
重力の激しい分離円周を  
アメリカ現代詩のくセステイーナ〉   
その装置は 彼女の細胞を  
包んで顕徴歳の下に並ばせるが  
それが病理学上の宿命を深く  
探求し その媒体を裸にする  
31  
精査できるように。誰がそんな媒体の中で生きられようか。  





















behindmetoremember．Youcouldn’tsaywhatitisliketohaveeczema   



























Fromtheroundpunct．ures，therearescarBthatweresewed   
Witll（：urVdneedle乱  
mey’11bethelaBtthingtoheal．   









私はそれから学んだ 気にかけても  
癒えないのだと，  
私は気にかけて来たのだから，そして今 日々は  
ますます短くなっている。私は松葉の中にいる  
今年も終りに近くなって  







とする。だが 一年経ってしまった岬  
夜はますます長くなり 日々は  
更に短くなってゆく一私が湿疹にかかってから，  
そして他人は気にかけないのも私には分る  
被らはそれに触りもせず見ることさえしないのだから。私は今 乾いた桧葉の   
上を歩いている  
しかし木の葉は湿っていて 私が針で刺した水痛みたい。  
それは癒えないで   
森 田   孟  34  
白くなった，だが私はそれを見たがらなかった  
もうそれ以上はこの一年間。  








あなたの病気には，あなたが栄養補給をやめてしまい 関心を  
彼らの自負に払うのもやめてしまったのだから，今日で  
ほほ一年。  
丸い幾つもの穴から 曲がった針で経った傷が出ている。  
それらはおよそ癒えそうにない。  
今は分らないがそれらは湿疹の緩まで残るだろう。  











次のは一転して，現代のアメリカ版「乾杯の歌」である。四音節と玉音節，   





















































森 田  戸 ．皿．   
飲もう もうー杯  













与えよ世界に君の笑み。   






















ナ〉 の配列には，実は微妙な相互関連ぶりが広見える。  
A Workin酢1ass Sestina  
Hecametoawomanwhogavehimakiss  
thathurtsobadhecouldn，tanswer  
herwhen shechainedhimtothedance，   


























untilonelookedlike oil  
leakingfromtheeyethata鮎thasattacked．  
Onana氏ernoonripefbronlyattack：  
37   
森 田   孟  38  
when allofthekisses arekissed  





befbreherdance attackedhim  
andhis航stsshoweredanswers．Dnher．  
HarryBrody   
労働者階級のセステイーナ  
被が近づいていった女性は績にキスして  








彼女は多くは知らなかったが 答えは知っていた  
さあ あんたは踊り子とあれしたいんでしょう  





距離はなかった それは油の紐を  
彼の陰葺から誘い出Lて彼の答えを駄目にした。  









いや それ程には，しかし キスが彼の答えだった  
彼は確かに 踊れなかったから  
いつまでも そして 何度シャワーを浴びたことか  
遊に一度などそれは 目から洩れ出す油のように  









彼のげんこが彼女に 答えをシャワーのように浴びせかけるまでは。  
こういう く彼）と く彼女〉のようなのが労働者階級だというのだろうか。   
第六連最終行の“everyone”「誰も」は呂yneCdoche（掟喩）で，ここの〈彼〉  
と く彼女〉二人を表す。  
AprilM血y：1981：Se或ina  
Allwinterstarssinkdownin  
thewe＄L Yes，itwasth曾reinwinter，   











































沈み込む。そう それは冬 そこにあった，  
火を信号で送る凍った星の  
下に，どんより閉ざされた締に  
ずっと 北の岸辺の一帯にあったその火は  
私のこの静脱の下で燃えていた，  
私のこの老人の手にずっと，  






私の他ならないこれを と私は知ったのだが，  
全ての操へ深く私たちの闇を乗り切っでゆきながら，  
その全てを私は中で 解決だと誤解したのだが  
冬を切望することが   
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ただ 火の上で一休みすることだった時に，  
不完全な部分的な火の上で，  
新しい欲望を信号で送る春を  
探し求めながら 冬を抑制しながら，  
そこでは 〈マーキュリー〉が低く潜んでおり，私のは  











線には。お前 愚か者／ 比較的若い火は  
一時期前に水浸しになり，信号で送ってきたのだ  
内部の欲望の下降を。  
春の火は 私のものであるこれを  
信号で送った冬を 燃やし尽し，  





townspeOPleofBath，England，WOrShipped   











TIIEWATERSOF BATII  
ThewatersofBathdidnotcure  
















frommytempleshaubecomeliquidasthewaters・”   









昌he o脆red as acure．  
Youngwomenl）erfbrmedrit，ualsbesideanearbyspring  















早くも紀元－†世紀，英国バースの町民たちは 治癒の女神サリスを崇  
拝し，この女神を崇えて町の中心近くに寺院を建立した。郊外に彼ら  
は，治癒が不首尾に終った人々を埋葬した。その中の最年少者がロー   
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私は拾い上げる 文字の彫られた紅玉静の石を－  
治療の女神，サリスの肖像と  
青銅の銘文「我が寺院から壷を  
取り除く者は誰も 水のような液体となるべし」を。  
サクセッサ・ベトロニアは水に浸った  
（主源泉〉の祭壇の近くの。  
サリス女神の部屋部屋から 彼女はその水をあの彫刻された主に入れて運ん   
だ，  
公会堂からずっとその人々の所まで，  
彼らは治療を待っていたので。   
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並ぶ石柱の背後に群がって  
石灰石の石切り場近くで，  





サリスは寺院から脱け出して 盗まれた董を探Lに行った。  
その紅玉髄の石をぐっと掴むと  
彼女は呪った サクセッサとあの人々を  
彼女が彼らを 後にここに葬ったのだ，しかしその女神には分らなかった 自   
分の壷がまさか水の下に隠されているとは  
それもその聖なる泉のに，  
私は 治療の女神の壷と肖像を持ち上げる。  
聖なる真のそばで 私はこの壷を捧げる  
サクセッサに，その治癒力のある水を治療薬として。  
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一MaTk Craver  
＊ それぞれ“moves”“ambidext．rous”“fbllow”の誤植であろう。他のペー   
ジに“de冒COVeneS”などという明白な誤植があるので。しかLこれは「夢」   












幽かに向きを変えながら，茹翠の樹は君の沈黙した耳を動かす，   








私の手の丁度下の所を 掘って下さい〉。  
「君なら右手を両ぎきになるように使うだろう，だから預言者たちは  
売り渡されはLない〉 と素翠の樹が耳に答える。  








（穴からは手足が昔 上を向いている。  
君は樹が耳から出ていってもそこにいるように〉  




「土が君の周りにぎっしり詰っていれば 預言者といえど  
戻って来て君にしかるべく報いたりはしないだろう」  




く君には穴のことは分らないだろう たとえ それを手にしていたとしても〉。  
Lかしそれから 耳は 君の預言者の手でその伝言を引っばり出して   
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墓掘りの方へと上に持ち上げるが，彼はそれを指令として復唱する，  



























Acquiring the scars 





























終末を迎えたのだ。   





ボガートが 口を閉ぎしたまま話す。  
後方，道路の方へ。  
道路というより道なのだ  
と分る 端が見えないのは，  
開いているのか閉ぎされているのか  
零に覆われているのかいないのか。  
幸運なる子供たちだ 常夜灯があって。  
傷跡を思いがけず  
待て，あるいは その傷跡は  
入念に刻まれて，皮膚の上の道路  
地図は 火灯りの中でむき出Lになっている，  
青ざめた家系として 我々は終りと  
なる 家系図の一枝の上で。更に霧へと。  
しかL君はどうするのか その貴公子が扉を閉ざしたままにする時。  
それはいつも閉ざされているわけではないと 自らに言い聞かせるがよい。  
断片：各々の傷跡に私が近づく有様を経えまなく告げるがよい。  
信頼しようか その古い物語が霧の中をずっと私を導いてくれるのだと。  
この巌だらけの道路の論理を 私は頼ることにしようか。  




夜には 傷跡は見えない。  
こんな夜更け，道路は全て黄色いレンガ道路なので  
私は赤い畢粟の穿の中で迷子になる。  
それはあの王女が 億個仁一つない明るい皮膚をしていた所だ。   
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その貴公子は 競走は終ったと宣言した。城の方へ家路を彼らは辛を走らせた。  



























Chairseontemp）ating■murdertogetaquickride   




























－GeorgeAnderson   


















ましというものだ，（サウスダコタ州ウォールドラックまで5，397マイル〉，便   
乗とは  
すごい当りくじみたいなもので あの硬のユーゴスラヴイア人たちなんてもの   
じゃない  
ほくたちはあの遠いイギリスの居酒屋で一緒に飲み食い  




ただ 喉も乾いて，アムステルダムのハイネケン醸造所の無料の  
ビールを夢みている。で とうとう便乗には嫌気がさして  
ほくたちは磁石を振りに駅の方へ戻ってゆく   
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切符を求めに。最初行き当った家で ぼくは立ち止まる  
縁石の所に，ドミニッタが「強姦」という英語を  
何度も何度も繰り返している間，それで混乱した女は衣服を引張り続ける  
あちこち平均して。ほくは思う あの馬鹿はフランスの警察から辛がくるのを  
当てにしているのだと。（聞いたことがあるがアムステルダムのお巡りは  
夜更けに赤い灯火を輝かせて  






思しl始める。ぽくはただ希い続ける 今夜ほくらは英語をまた聞けて  
アムステルダムでいい目に会えるようにと。そしてその後ばくらが駅から  
まともな列革に乗って出る時には ほくはフランスのヒッチハイカーたちのた   
めに祈ってやるのだ。  











hitchedonthehonkofwant．Hejusthadtohave   
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持ってなかったものを。だがそれはく動く〉 ことが出来そうだった・・・■・・  
ポラックスなど目じゃない荷運び蝶馬64頭がボンネットの下に隠れて  
いるのかも知れない，ひょっとすると。この〈サンダーバード〉 はとっくに南   
へ移ってしまっていたのだ。  
一トンの自動マガモ。「おや  
まあ」彼の母は溜め息をついた。「いいかい それは盗品だよ」  
彼の父は強調した。忠告かな？ シャイロックは恐縮した  
年長者の心を煩わせて。（それは本当は彼の中庭へ来る筈だったのだ）  





いたらどうなるというのだ一天才は必要ではなかった 鋼鉄は  
皮膚ほど傷つき易くはないのを証明するのに。「私の時は来るのだ   




れねばならなかった¶自分以外の誰からも。（それを〉彼は持たねばならな   
かったのだ。  
それが披にそう仕向けた 彼が果たくなくても。  
アクセルを措んでもプレイキを葬卜けても どちらも何ら役に立たなかった  
彼をその鋼鉄の引力から引き離しておくには  












鋼鉄の匂いの中で車を動かせるようにしたのは 大人としての彼の力だった。  
それは純粋な直感の中に障れている臆病きだった。  
それは砥が望まなかったのに持つはめになったものだった。  





の面目をこの作品も十分発揮している。第一連五行目の“Bore－aLteen，s64”は，   
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文脈から「強力な」という意味合いとは判るが不明なので，同僚の鷲津浩子氏  
を煩わせてアメリカ人の卸友人に当っていただいた。それによれば“hou畠e  
cleaner”（クレンザーの一種）に“boric acid，，「棚醸」を使ったBORAXとい  










方の重要さを示唆している作ということになろう。   
以上で〃eⅢ印g軸e∬喝αg£托e，Vol14．No．1所収のくセステイーナ〉には  
全て触れた。この詩誌のこの号には，行末語四語を くセステイーナ）風に用い  
る四行国連体に二行の追連風のものを付加した計18行の詩型も八篇掲載されて  
いて異彩を放っている。  
＊   
筆者が手元に集めた 〈セステイーナ〉 を以下六篇垣間みることにする。既に  









Sotherewasneveranypaintonhiscanvas   
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画  家  
海と建物群の間に坐って  
彼はその海の肖像画を楽しみながら描いてtlた。  
だが 子供たちが祈りは唯の沈黙に  
すぎないと想像するように 績は自分の主題が  
砂地にどっと駈け上ってきて 絵筆を執り  
画布に自らの肖像を塗り着けるものだと思った。  









彼女を広大なものに 庵虚となった建物のようにした  
まるで 思わず知らず その肖像画が  
絵筆なLで自ら表現されてしまったとでもいうように。  
些か励まされて 彼は絵筆を海に  
捜Lて 心からの祈りを呟いた。  
「我が魂よ，私がこの 次の肖像画を描く時には  
それは 画布を難破させる君であってくれ」  
消息は野火のように建物から建物へと拡がった，   





彼は 建物から身を乗り出している何人かの芸術家に  
意地悪な喜びを掻き立てた，「我々は祈ったりLないね  
今どき 自分自身を画布に描こうとか  
海に肖像画のモデルになってもらうなんて．／」  
他の人たちは それは自画像だと断言した。  
遂に 主題を表示するものが全て  
薄れ始め その画布は裏白に  
なった。彼は絵筆を播いた。  
同時に わめき声が それは祈りでもあったが  
人々の溢れ返っている建物という建物から湧き起った。  
人々は彼を，その肖像画を 建物の中でも最も高い処から放り投げた，  
すると海が その画布と絵筆とをむさぼり食った  











Watchedthemfromtheroof；notguessingthehungers   




























Tooktwenty－ninecurtainca）1s．”Beginl   

















或る日 朝が始まろうという時  
ワイシャツを黄色い胴着の裾に再び現わした  
茶色の服の男が 切望を話していた  
その歌劇の銀髪の演出家と。  
緑の舐毯を敷きつめた階には 昔］はもう  







金髪のマルグリツトので 新しい歌劇の役を自らの窓辺で  
演じて恐しいまでに新たな切望を目覚めさせたのだった   
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既に渇望させて止まないテノールで。だが 切望は  
また全く別の話題で，新しいファウストのようだった  
彼はその歌劇のトンネルの中を漂うのだったが  





彼らは給料の未払いに嫌気がさして 切望していた  
下の 小さな再び現われる踊り子たちの場面を，  
彼女たちは砂袋を 『ファウスト』の中のある楽音のように  
紫の空気の中で 落としていた。そして観客たちは理解し始めていた  
その歌劇の 血を吹き出させるようなテノールのスターを。）  
その夜 その歌劇は  
天井桟敷まで混雑していた。その昔】は  
29回のカーテンコールを得た。「始め／  




Fファウスト』には もはやその幻は必要ではないだろう。  




ない。   
次に，W．S．Men扇n（1927－）の作品を二篇見てみよう。やたらに行末語を  
変化させないで最初の連のをそのまま使ってゆく端正な正兢のくセステイーナ〉  
を，この人たちは作る。   
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君は，その扉を，その顔を，若枝，身体を   























絶え間ない侵入者たちは あなたの顔を汚して  
あなたの幽所の中に家屋敷を持とうと企画してきたのだ。  
語りたまえ 誰が毀れない幽所を維持Lているのか  
だが 夕べが死ぬと その断固たる顔の上で  
朝が 敵意と光とを反復するのだ。  
エマソンのある一行とは，WaldoRalphEmerson（1803，18呂2）の16行の詩  
The Rhodora”「カナダシヤクナゲ」（1839）の第一行で，マーウインはそれ   
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をこの（セステイーナ〉の冒頭に据えて「変奏」を行った。“OnBeingAsked，  


























Walking，Warmingthetongueoveraname・   




















W．S．Merwin   
セステイーナ  
ロバート・グレイヴズヘ  
私が松・明の明かりでやって来た所には 夜明けの歌がある。  
木の葉が思い出しているのだ 突然 名前がどこからともなく  
思い起こされた時のように 思い出Lているのだ 朝を  
丈高い草むらの爽やかな風を 鋤簾の上のコオロギを  
緑の影立った所を流れる流れの囁きを  
章節の盛りを告げるツグミヤフウキンチョウを。  













人はどの道を辿って そういう場所から出てゆくのだろうか。  
私にはどの方向にも覚えがない。私は朝切ことを夢みていた。  
歩きながら 或る名前を繰り返しながら 舌を暖めていた。  
我々の中にはその季節からやってきた者も何人かはいた  
眠りから醒めたみたいに，そして歌には適しくない荒蓼たる姿で  
見ていたのだ 丘陵と天空が一つ夜明けに関わっているのを。  
灰色のナイフが関わらないうちに 私は誰を貰讃しようか。  
私は種子のように暗い堵所に入ってLまった。  
歌で新しくするのに私は誰を選ぼうか。  





誰の家を私は一章節以上もの間 充たしておくのだろうか。  
私は新しい言葉と共に眼覚めて，どの場所でも．  
異なった光の下で，夕べも朝も，   
7メリカ現代詩のくセステイーナ〉   
多くの宗匠の下で，一つの歌を習った。  
73  
息を吹き込まれた名前だったのだ 私は一 宏息所の全くないままに，  
朝を全く共有しない眠りの大根だったのだ，  
私が一つの歌から 身体と章称を作り出してしまうまでは。  
この詩は，Robert Graves（1895L1980）に捧げられている。グレイヴスの  
何がこの詩作を誘発したのだろうか。  















anoilybendedbllleS，OnStickynightswe’dhitthe12thholepondwitlla   
丘Ⅹ  
OfDo呂EquisandahitofEcstasyandrdwrapmylegsarDundhiBlanky   
CruX，  
asmoonlightcutthroughthewaterlikeagiantX－ray，hisHohnerax  
gli＄tenedinandout．Andthentherewasthe缶ckleBE；6hrink．Noexcuse   
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fhrhisIixation，thetaxm且n，thecutebutcherfromtheDeluxe，  
theKilimdealer，thedefrockedpriest．Sowhatifmymotherwasdeluxe  
















neverincognito．We’vegotourBeXtantandspymanualopenonour   
de】uxe  
Waterbed．Icanju6tmakeoutthetattDOabovehisboxersinthisextra  





テキサス住まい，と，あの民俗歌謡は言う 何の理由も付けず  
それは私にも大抵当て駿まる そのスペイド型の特大の   
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愛国者，披は異国の艶鵡を輸入して私からお金を引き出したのだ 真筆な  
商品で，純な言い訳をしてひどく悪がった販売外交員がいた  
彼は真に告げたのだ ラス・クルースイズの一寸郊外の「ビッグ・シックス・   
モーテル」で  
その午後，『出エジプト記』を読みながら 船外セックスをした罪を嘆いて  
いたと，それからハーモニカ奏者がいた，彼のハーモニカだと引き出せたのだ  
油のように滑らかなブルースを，蒸し暑い夜な夜な私たちは12番ホールの他に   
立ち寄っては一寸  




しなかった 自分の麻薬常習には。課税人，デラックスから来た気障な肉屋，  
キリム絨毯商人，聖職を剥奪された牧師。で，どうしよう もし母が章雇に  
官能を唆り，父が浸礼派気味ときて，私が彼らを非難できず，私が愛情外で  
Jフろ  
生まれたのだったら。訊ねないでよ 堕胎したことや，言い訳を誰がしてくれ   
られるかについて  
私が（ポート・オ・カン〉 の大御所としけ込んでいた時間のことで，それは  
友だちが整えてくれたのだったが，あるいはメキシコ人彫刻家，彼は作ってく   
れた 大聖堂大の塙塙魔のエックス像を  
ねじれた礫刑十字架像を。芸術は，と彼はマルクスを引用した，その最も肝要   
な点で歴史であると。  
それから学位のある人がいて，私をペルーヘ連れてゆき見せてくれた クラッ   
クス   
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〈南十字座〉 を，ケンタウルス座，蝿座，帆座，狼座，その他の長章な  
私の忘れてしまった赤道直下の星座を。戯れに私は 閃光を放つエックス各々   
に与えてみた  
名前と日付を，それで今や私は星図を持っていて褒めそやせるのだ 私の異常  
な天体の各々を。しかしあの夜私は夢を見た，星々が張り付いたのだ  
山なすページの上に，バイカの星印が示していたのだ 省略，脚注，理由，  
説明を。私はそこに立っていた，ドン・ジョヴァンニ婦人は，無数の言い訳を   
しながら。  
今や私は追放されて三途の川を旅Lている，エックス氏と我らが船「批評家泣   
かせ」号  
に乗って。私は防水レインコートを，彼はレーヨン織りの三つ揃いを着て。彼   
は虚構ではなく  
決して匿名にはしない。私たちは六分儀を持ち，間牒用便覧を開いていた，私   
たちの薫華な  
水落団の上で。私には彼のショートパンツの上の辺りに刺青が見てとれる，こ   
の特別の  





るだけで他r example以下）計11人のいずれも風変りで奇妙な余りばっとし  
ない「愛人たち」を経験しているこの作中の「私」は，自らを女性のドン・フア  
ンと目し，それをイタリア語風に“Ms．D．Giovanni”と呼んでいる。“Ruby  
Reds’，は内部が深紅色の果汁で美味なグレイプ・7ルーツ，“Dos Equis”（＝  




とずらりと並べられて壮観だと，これはSheila Roberts教授の教示を得た。  
〈私〉の愛人の一人はこの手洗いの製造で富を得た人物，というわけである。   
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この詩については作者自身が，この詩を収録Lた件の『詩華集』（p．240）  
で概略，次のように語っている。   
七月のことだったがテキサスのポート・アランサスの海岸にいたら，ラジオ  
でGeorgeJonesがそのカントリー，ウエスタンのヒット曲“AllMy Ex’s  
Livein Texas”を歌っていた。私が砂にⅩを書いたら，波がそれをさらって  
消した。またⅩを書く，また波が消す。そうして六回それが続いた。六回のⅩ．  
六は 〈セステイーナ〉 の致だ，というわけでこの詩を書くに到った。この詩で  
は60回（正確に数えれば65回），Ⅹの文字とⅩ昔を反復Lて，縫うように用い  
てある…・・・。   
Ⅹ昔の執拗な使用も誠に美事である。作者が同じところで言っている，「私  
の砕けた心を支え容れてくれる砕けた 〈セステイーナ〉」“abrokensestinato  
hoIdmyhrokenheart”を文字通りに可能にした技術であろう。   
もう一篇，James Cumminsの作品がある。この詩人は余程この詩型が好  
きだとみえて，前年度の詩華集1n に揺られた作品も“SeBtina”と題するもの  
で，性愛にまつわる男女の葛藤について思索を展開していた。これも既に紹介  
ずみである。12）カミンズはその詩華集の中でこう語っている。「セステイーナ  
は，散文のリズん 不条理．物語，議論を包含Lて形成する驚嘆すべき方法だ  
と思われる。セステイーナは詩の中での考え方，く次に何が来るか〉 を私に教  
えてくれるのだ」と。次に何を持ってくるかは，自分であれこれ考えれば数カ  










TheJackDanie）’sarrived，hersontherocks，hisneat．   
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披は彼女に言いたかった 週末のその計画「素敵だ」よと。  
だが，自分では繰り返しているのが聞こえていた，「変だ」という語を。  















と彼は考え込んだ。彼女は本当に思ったのかな，ぼくがゲーリー・シュナイダー   
を好きなんだと一  
ほくもまた考えたのだと，自分・がそれをすっかり要約してしまったのだ 小清   
潔な  
小さな包みの中にと。変な，か，と彼は叩いた。変よりもっと悪いや。  
今度はうまくいっているのだ，酒を呑み，部屋をとって，月さえ   
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協力してくれている。どの位起りうることだと思うのか 春の月を頼りに  
アメリカスズカケの木々の中を滑り抜け，チューリップの花々を  
夜気の中で選び出すなんてことが。彼女は甘い気分になっている筈だ，「変な」   
感じなものか。  
彼女の隣りに横たわっていて 彼はひどく落ち着かなくなり，身体を投げ上げ  
彼女の上に乗りかかりたくなった ［ 求めながらも制禦する，自らの欲求を，  
禁欲しながら，欲望Lながら，それでもその両方を釣り合せながら一郊外の   
住人ゲーリー・シュナイダー・・・…  
間の中で，彼女がじらし始めた，「ゲーリー・シュナイダーのこと考えている   
の？」  






彼らはもう走行の効率を得られなかった ゲーリー・シュナイターからは。  
「羽目外し」と彼が言った。すると彼女が言い返した，「羽目外し．／」。  
だが，大抵，彼らは黙っていた。戸外では大きな黄色い月が  
欠伸をした。彼は心に留めた 彼女にチューリップの花々を送ろうと。  
彼女は窓から舛を眺めながら，「素敵」という語のことを考えていた。  
彼は彼女が髪をそっと振る様子を思った。そして月は……  




のセステイーナ」の作者Gary Snyderが実名で発揚し，この作中の男女の性愛  
l の促進剤を務めさせられている。“neat”が「素連な」「生で」「小椅麗な」「手  
際よく」と多様な意味で用いられている他，“need”「欲求」，“丘nito”「終り」   
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と音を利用して変容されており，“Ⅲjng”も動詞に使われる他，“m刑ing乃と変  
容される。「走行の効率」云々とは，シュナイダーが車に誓えられていることに  
なろう。“tulips憎と“twolips”は鮮やかである。   
本満の筆者には，もう二篇，既に拙訳して取り上げた（セステイーナ〉作品  
がある。膨大な詩業を遺したW，H．Auden（1907－73）も，E．ビショップと  












① EdmundGosse，“Sestina”  
② A．C．Swinburn，“Sestina，，  
③ WesliCouれ‘‘TheObsession抽mLetteT富tO血eDeadア，  
④ EzraPound，“Sestina：Altafurte”  
⑤ GarySnyder，”SestinaoftheEndoftheKalpa”  
⑥ petercooley，“NakedPoetry”  
⑦ philipDacey，“Jill，A托erwards”  
⑧ DianneWaknski，“Sestina tothe Common GlassofBeer：IDoNot  
DriIlk王主eer”  
⑨ EdwardHirBCh，“AtEresge，sDinnerinStonefhlls，Arkansas”  
⑲ RonaldWallace，“GrandmotherGrace”  
⑪JudiceKroll，“Sestina”  
⑫ DavidWqiahn，“FloatingHousesガ  
⑬ williamLogan，“Tatianalくalatschova”  
⑭ A）bertoRio5，“Nani”  
⑬ GeorgeStarlmck，“DoubleSemi－SeStina”   







⑳ caroIFlint，“Lesson丘IrRefugees”  
⑳ AnneWiegard，“Chameleon（SixWordsbyPeterKlappert）”  
㊧ MillardDunn，“TheMagicianandtheAngel”  
⑳ KarenL．Taeckel，“Clipped”  
⑳JanyAllen，‘Virology，sSweetSong”  
⑳ christineLaing，“…timewillheal”  
⑳ philipMiller，“TheLuBhl脆Bar”  
⑳ HarTyBrody，“AWorkingclassSestina”  
⑳ H．R．Coursen，”Apri1，May：1981：Sestina”  
⑳ CarolynKreiterK11rylo．”TheWatersofBath”  
⑫ M且rkCraver，“Dream：TheJadeTree”  
⑳ AnneWiegard，“Story”  
⑭ GeorgeAnderson，“HitchhikinginFrance貯  
⑳ KevinM喝ee，“Automotive”  
⑯ tTohnAshbery，“ThePainter”  
⑳ 同上，“Fau6t”  
⑳ w．S．Merwin，甘VariationonaLinebyEmerson”  
⑳ 同上，“SestinarfbrRobertGraves”  
⑩ catherineBowman，“Mr．X”  
⑪＊JamesCuInmins，“Sestina”  





の詩型は，第一連の6行で，以後33行の各行末語が決まる。行末語の選択とそ   





ている。技芸で詩は書けない時代なのである。それでも，〈セステイーナ〉 の  
ような詩型で，現代詩を書く意義はどこにあるのか。それは，出現するこの詩  
型の秀作に探るLかなかろう。   
詩の「定型」とは，く詩想〉 を，しかるべく角を矯めた午，という（芸術）  
作品の「詩」に，形象化する枠である。詩化力を有する枠なのである。それだ  
けに、枠に頼．るのを現代の詩人が潔しとしないのはむしろ当然でもあろう。に  











⑳，⑳，⑳，⑳，⑳，⑫，⑬，が，（現代〉詩として優れていよう。   







⑬，⑳，などが，この詩型の更に新たな可能性を示唆しているように思われる。   
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Which are reprinted whole herewithmyJapaneSe tranSlations．My purpose  





to血OrmW舶Wellas today．It needsan“elaborately unrestrained”talent and  
由氏．  
ThaIlks are due to Pro鈷ssor呂heila Roberts of University of WisconBln－  
Milwaukeeforherusefu1infbrmat，ionandinterpretationsformytran弓1ations．I  
alsoowethanksto mycolleague ProfessorHirokoWashi別1fbr the trouble she  
haBtakenfbrme，andlastbutnotleast，tOProfbssorMikakoTake11ChiofKei6  
UtliversityfbrherkindofEice占formygettingmanyteXtSOfsestina．   
